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研究成果の概要（和文）：車椅子バスケットボール選手のパフォーマンス向上のための基礎デー

タを収集することを目指して、競技の特性を明らかにするためゲーム分析を行い、健常者のバ

スケットボールとプレー内容を比較した。また競技に必要な身体能力を測定するためのテスト

を車椅子バスケットボールチームのスタッフからの意見をもとに作成し実施した。作成したフ

ィールドで行うフィジカルテストはそのプレー特性をおおむね反映したものであった。 

 
研究成果の概要（英文）：Wheelchair basketball includes high physical demands for multiple 

intermittent activities as well as basketball and soccer, such as turns, high-speed runs, 

sprints, and stops.  To clarify the game characteristics of wheelchair basketball, we 

conducted the game analysis and compared the data of basketball. We also tried to apply 

Yo-Yo Intermittent Recovery test level 1 to wheelchair basketball players and describe their 

physical fitness for the game by using our original field test. 
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１．研究開始当初の背景 

 障害者スポーツでは障害の部位や程度に
よって競技力に大きな差が生じる。さらに一
般に障害者は自律機能も健常者に比べて劣
り、またそれも障害の部位や程度によって影
響される。たとえば、上位の脊髄損傷者は下
位の脊髄損傷者に比べ、最高心拍数や最大酸
素摂取量がかなり低いため、健常者が行うス
ポーツ以上に個々の選手の運動・生理機能を

科学的な視点から把握した上で、トレーニン
グやコンディショニング、さらに選手起用・
交代などのチーム戦術の立案までも行うこ
とが求められる。また車椅子バスケットボー
ルには障害の重い選手にも軽い選手にも平
等に出場機会を与えるという目的で「持ち点
制度」というクラス分けが設定されている。
つまり障害の重い順に 1.0～4.5 点までの持
ち点が選手ごとに定められ、試合中のコート
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上の 5 人の選手の持ち点の合計は 14 点を超
えてはならないというものである。したがっ
て選手の障害の違いが戦術にも強く関係し
てくる。 

 車椅子バスケットボールでは独特な運動
能力、身体能力が要求されるが、複雑な要因
を考慮した系統的な研究はなされておらず、
トレーニング、コンディショニング、試合の
戦術いずれをとっても指導者や選手の経験
的な判断によって行われているのが実状で
ある。 

 

２．研究の目的 

 そこで本研究では車椅子バスケットボー
ル選手に対するスポーツ科学的サポートを
行うことを目指す。運動特性や生体に対する
負担などが選手の障害レベルによってどの
ように異なるかを生理学的に解析し、得られ
た知見をもとに障害レベルに合わせたトレ
ーニングやコンディショニング、さらに戦術
を提案する。 

 

３．研究の方法 

（１）フィジカルテスト作成・実施 

 フィジカルチェックのためのテストは J 

Bangsbo の考えを元に、車椅子バスケットボ
ールに必要とされる要素を抽出し、そのフィ
ジカルパフォーマンスを現場で測定できる
ような方法を検討した。 

 ①フィジカルテストを車椅子バスケット
ボールのコーチ兼選手と健常者のバスケッ
トボール経験者とともに作成した。日本サッ
カー協会のテストを参考にした。 

 ②フィジカルテスト中の生体負担度と回
復力を検討するため携帯型心拍計を装着し
データを収集した。 

 ③DEXA 法により選手の身体特性を測定
した。 

（２）車椅子バスケットボールの Activity 

Profile 分析 

 車椅子バスケットボール選手の試合中の
プレー内容、移動距離、スピードをゲーム分
析ソフト TrakPerformance（SportsCode 社）
を用いて分析した。 

（３）健常者のバスケットボールとの比較 

 日本で行われた 

 

４．研究成果 

（１）フィジカルテスト 

 車椅子バスケットボール選手 7名が参加し
たプレテストでは、 Yo-Yo Intermittent 

Recovery test level1（YYIR1）を実施した。
このテストは 20mの往復走を 10秒間の休憩
をはさんで繰り返し、徐々に往復の時間が短
くなっていき、そのスピードアップにどこま
でついていけるかを測定するもので、全身持
久力とともに激しい運動を繰り返し行う能

力を反映しており、サッカー競技などで使用
されていることなどから、バスケットボール
のようなダッシュやストップを繰り返し行
うスポーツには必要不可欠な能力を測定す
ることができると考えられる。結果、もっと
も往復を繰り返すことができた選手で７往
復、距離で表すと 280mという数値であった。
障害の重い選手では３往復、120mであった。
選手たちの感想からこの結果は全身あるい
は筋の疲労によるものではなく、スピードに
ついていけなくなったことがわかったため、
設定されたスピードでは本来のフィジカル
パフォーマンスを評価できないと判断し、あ
らたに距離を設定し直し、再テストをするこ
ととなった（Fig.1）。距離は本来の 20mから
15m に 短 く 変 更 し た （ YYIRT ver. 

Wheelchair Basketball (WB)）。その他の条
件は YYIR1と同様とした。 

Fig. 1 YYIR1 ver. WB 


 

Fig. 2 Cross turn 


 

Fig. 3 Triple switch 


 



 

 

 本テストでは、スプリントパフォーマンス
（スピード）、認知、予測、決定、反応、運
動スピードを明らかにするテストとして、光
電管を用い、20ｍスプリント走を行った。ド
リブルを行う条件と、行わない条件の②条件
で実施した。 

 筋発揮パフォーマンス（筋パワー）を明ら
かにするため、メディシンボールスローを行
った。そしてチェアコントロール能力をみる
ため、車椅子バスケットボール独特のター
ン・ストップを用いたテストを 2種類行った。
一つ目はバスケットボールコート上のサー
クルを利用し、中心を経由しながらサークル
上の４点をフロントターンおよびバックタ
ーンをしながら十字を描くように移動する
もので（Fig.2）、もう一方は車椅子バスケッ
トボールのディフェンスの動きを取り入れ
たもので正三角形上を移動し、各頂点でター
ンを行う。両テストとも時間を計測した。 

 いずれのテストも Classにかかわらず参加
した全選手がこなすことができ、また結果は
障害のレベルに応じたものであった(table 1 

& Fig.4)。 

 Dexa 法を用いて車椅子バスケットボール
選手 13 名の身体特性を測定した。測定参加
選手の平均は、年齢 32.7±0.7歳、体重 68.9

±15.2kg、骨量 23.5±4.9kg、体脂肪量 13.6

±4.4kg、総筋肉量 53.0±11.3kg であった。 
 

（２）車椅子バスケットボールのゲーム特性 

上記の測定に参加した選手のチームの公式
試合を撮影し、個々の選手の試合中の動きを
前述の専用ソフトを用いて分析した。試合中
の選手の走行スピードを Pausing（0km/hr）、
Low speed（0〜4km/hr）、Moderate speed

（4〜8km/hr）、High speed（8〜12km/hr）、
Sprint（12km/hr〜）の５つに分類した。車
椅子バスケットボール選手は Low speed の
占める割合が最も高く、ついで Moderate 

speed、High speed、Sprint の順となった
（Fig.5）。また障害のクラスでみてみると、
High speed と Sprint を障害の最も重い
Class Iの選手が 20％、最も障害の軽い Class 

IV の選手が 24％の割合で行っており、予想
していたよりも差がなかった（Fig.6）。 

    

 

フィールドテストの結果と照らし合わせる
と、Class III および Class IV の選手のほう
がアジリティ、パワー、チェアスキルなどで

Table 1. Results of field tests   


 

Fig 4. Profiles of physical abilities 

in each player     


 

Fig. 5  Locomotive categories for 
players in a wheelchair 
basketball game (n = 6).  



 

 

優れていたが、高強度運動を繰り返す能力を
測定した YYIRT ver. WB では障害の別にか
かわらずレギュラークラスの選手の結果が
優れていたことがゲーム中の Activity 

Profile にも反映されていた。 

 車椅子バスケットボールのプレー内容を
明らかにするため、健常者のバスケットボー
ル（JBL35試合）と車椅子バスケットボール
（日本選手権および東日本選手権合計 33 試
合）の分析を行ったが、車椅子バスケットボ
ールの特徴としてシュートの精度が高いこ
と、ターンオーバーが発生しやすいことが示
された。 

 本研究の結果から車椅子バスケットボー
ル選手の試合中のパフォーマンスが明らか
になり、作成したフィールドで行うフィジカ
ルテストはそのプレー特性をおおむね反映
したものであった。今後はこのテストを用い
て定期的に測定を行い、日常の練習、トレー
ニングの効果を見定めることに用いて、選手
の能力の向上につなげていくことが重要で
ある。 

 

５．主な発表論文等 

（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 

 

〔学会発表〕（計 2件） 

①Tamae Yoda et al. Yo-Yo Intermittent 

Recovery Test Level 1 and Field tests for 

Wheelchair basketball players. 17th 

annual congress of the European College of 

Sport Science 2012 年 7 月 6 日 Bruges, 

Belgium  

 

 

②反町真理子、依田珠江、礒繁雄 車いすバ
スケットボールとバスケットボールのゲー
ム分析による比較研究 障害者スポーツ学
会 2011年 12月 4日 広島県立総合体育館 

 

６．研究組織 

(1)研究代表者 

 依田 珠江（YODA TAMAE） 

  獨協大学・国際教養学部・准教授 

 研究者番号：40348818 

 
(2)研究分担者 

 なし 

  

(3)連携研究者 
なし 
 
 
 
 
 

 


